
令和２年度
香川県教育大綱の主な取組状況（知事部局）

１ 魅力ある大学づくり

２ 私学の振興

３ 子育て支援、放課後の居場所づくり

４ 文化芸術に親しむ環境づくり
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１ 確かな学力の育成と個に応じた教育の推進
❼魅力ある大学づくり

●大学等魅力づくり支援（41,150千円）
若者の県内定着促進を図るため、県内大学等と県で構成
する「大学コンソーシアム香川」が実施する情報発信や、
県内高校との連携強化（県立高校の教員・生徒・保護者等
をターゲットとして進路指導や進路選択にあたって役立つ
情報を一冊に集約化した「キャンパスガイド」の作成など）
への支援を行う。

（平成27年9月 「大学コンソーシアム香川」設立）
＜構成員＞
香川県立保健医療大学、香川高等専門学校、香川大学、香川短期大
学、四国学院大学、高松大学、高松短期大学、徳島文理大学、香川県

●感染症に強い大学づくり推進事業補助金（40,000千円）【6月補正】

感染症の拡大防止や遠隔授業の環境構築など感染症に
強い体制づくりに取り組む県内大学等に対して取組みに
要した経費を補助。

●香川県大学生等応援給付金（31,829千円）【6月補正】
県の奨学金等を利用している学生が新型コロナウイルス
感染症の影響を受けて、世帯収入やアルバイト収入の減
少等により修学の継続が困難とならないよう一時金を支
給。

自県大学進学者の割合

出典：文部科学省「学校基本調査」

R２年４月入学生

香川県出身者の大学
進学先地域別割合
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１ 確かな学力の育成と個に応じた教育の推進
❽私学の振興

主な私学振興事業
私立学校の教育条件の維持向上、保護者負担の軽減及び学校経営の健全化を図るため補助を行っている。

●私立学校助成事業 （3,444,977千円）
人件費・教育活動費などの経常的な費用について助成するとともに、特色ある学校づくりへの支援、学校施設の耐震化補助、私学退職金
社団や日本私立学校振興・共済事業団への補助などを行う。

●高等学校等就学支援金交付事業 （1,740,004千円）
私立高校生等に対して、授業料の一定額を助成する。

●私立高等学校入学金軽減補助事業 （56,195千円）
低所得世帯等の高校生の入学金を減免する学校法人に対して補助金を交付する。

●奨学のための給付金事業 （113,281千円）
低所得世帯の私立高校生等に対して、奨学のための給付金を支給する。

●私立中学校授業料負担軽減事業 （5,055千円）
低所得世帯の私立中学生の授業料に対して助成するとともに、実態把握のための調査を行う。

●魅力ある専修学校・各種学校づくり促進事業 （22,059千円）
若年者の職業意識の涵養等に寄与するための事業を推進し、魅力ある学校づくりを促進する。

●私立学校ＩＣＴ教育設備整備促進事業【６月補正】 （53,315千円）
災害や感染症拡大等の緊急時においても、生徒の学びを保障できる環境を実現するため、私立学校のＩＣＴ教育設備整備を促進する。

●私立高等学校等再開対策事業【６月補正】 （12,000千円）
私立高校等における感染症対策や生徒の学習保障の取組を支援する。
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５ 社会全体で子どもを育て、いつでも学べる環境づくり
❶親育ちを応援する環境づくり

地域子育て推進事業
●地域子育て支援拠点事業 （225,533千円）

乳幼児やその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、子育てについての相談、情報提供等の援助を行う市町に対して補
助するもの。

●ファミリー・サポート・センター事業 （14,451千円）
地域における育児の相互援助活動を推進するため、ファミリー・サポート・センター事業を実施する市町に対して補助するも
の。

●利用者支援事業 （58,169千円）

教育・保育・保健その他子育て支援事業等の利用について情報収集を行うとともに、保護者等からの相談に応じながら必要な
助言を行い、関係機関との連絡調整等を行う市町に対して補助するもの。

●児童福祉施設等感染拡大防止事業等 （198,729千円※認可保育所等を含む）

・地域子育て支援拠点事業等において、マスクや消毒液等の衛生用品の購入や感染防止のための備品の購入を支援する
とともに、職員が感染症対策の徹底を図りながら事業を継続的に実施していくために必要な経費を支援するもの。

・新型コロナウイルスの感染拡大により、地域子育て支援拠点施設での対面による子育て支援が制限された際にも、オンライン
を活用した子育て支援を実施できるようにオンライン活用方法の手引書を作成するもの。
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５ 社会全体で子どもを育て、いつでも学べる環境づくり
❷地域で子どもを育てる環境づくり

新・放課後子ども総合プラン
● 放課後子供教室推進事業 （21,397千円） ※再掲、教育委員会実施事業

放課後等に小学校の余裕教室等を活用して、地域の方々の参画を得て、子どもたちとともに勉強やスポーツ・
文化活動、地域住民との交流活動等の取組みを推進する。

● 放課後児童健全育成事業 （722,034千円）

保護者が就労等の理由で昼間に家庭にいない小学生を対象として、放課後に遊びや生活の場を与え、健全な育
成を図る事業（放課後児童クラブ）を推進する。

・放課後児童健全育成事業

・放課後子ども環境整備等事業

・放課後児童クラブあんしんにこにこ巡回事業

・放課後児童クラブ等体制強化事業（新型コロナウイルス感染症対策）
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７ 文化芸術に親しむ環境づくり

❶文化芸術を担う人材の育成
●断トツアート推進事業 （7,860千円）
東京藝術大学と連携した展覧会等を開催するほか、文化芸術活動を通じて地域の活性化を担う人材の育成を図る。

●県民ホール文化事業 （20,072千円）
レクザムホール(県民ホール)を活用し、ジュニア・オーケストラやかがわ音楽アカデミーの活動等により人材育成を行う
とともに、優れた舞台芸術の鑑賞機会の充実を図る。

●新しい生活様式のもと頑張る文化芸術活動支援事業 （22,935千円）【6月補正】
新型コロナウイルス感染症により大きな影響を受けた地域の文化芸術団体の活動再開・継続を支援することにより、
激減した文化芸術の鑑賞機会を確保する。
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７ 文化芸術に親しむ環境づくり

❷文化芸術をはぐくむ環境の整備
●かがわ文化芸術祭２０２０事業 （9,000千円 （公財）置県百年記念香川県文化芸術振興財団事業）
県民誰もが参加できる文化芸術の祭典「かがわ文化芸術祭2020」を開催する。

●県立ミュージアム大規模展事業 （25,463千円）
県民に優れた美術作品等を鑑賞する機会を提供するため、県立ミュージアムにおいて、大規模な展覧会を開催する。

●瀬戸内国際芸術祭推進事業 （22,325千円）
「瀬戸内国際芸術祭2022」開催のための準備を進めるほか、これまでの芸術祭作品の公開やイベントの開催等により、
地域の活性化を図る。

●文化施設感染症予防事業 （1,552千円）【6月補正】
県立文化施設の感染症対策として、非接触式体温計やアルコール消毒液等の衛生用品を設置するほか、レクザム
ホール（県民ホール）に赤外線カメラを整備する。

●県民ホールライブ配信環境整備事業 （24,155千円）【6月補正】
これからの鑑賞や講演の形態に対応できるよう、レクザムホール（県民ホール）にライブ配信を行う環境を整備する。
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